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1. 概略

SHR/NCrlCrlj ラットはヒトの高血圧モデルや ADHD(注意欠陥・多動性障害)モデルとして汎用される

実験動物です。また、WKY/NCrlCrlj ラットは上記、高血圧モデルの対照群や腎炎モデルとして用いら

れています。これらのラットの系統特性である体重、血圧値、脈拍数の測定を行いました。

2. 試験期間

2010 年 2 月 21 日～2010 年 4 月 18 日

3. 試験実施施設

日本チャールス・リバー株式会社 日野飼育センター

4. 試験動物

1）系統，性別および数

系 統 ： SHR/NCrlCrlj （以下、SHR） WKY/NCrlCrlj （以下、WKY） 
性 別 ： 雄

使用匹数： 各 5 匹 
週 齢 ： 6 週齢～14 週齢 
2）飼育条件

温 度 ： 20-25℃
湿 度 ： 45-70 %
換 気 ： 13 回/時以上

飼 料 ： CRF-1 をケージトップ付属の給餌器により自由摂取させた。

飲 水 ： フィルターろ過，塩素添加後の水道水を給水ノズルにより自由摂取させた。

床 敷 ： ホワイトフレーク

ケ ー ジ ： J ケージ（W x D x H = 393×593×206 mm） 
収容匹数： 5 匹/ケージ（個体識別できるようにマジックペンで尾にマークした。） 
照 明 ： 明暗各 12 時間（明: 06:00-18:00 暗: 18:00-6:00） 

5. 測定および観察

1）体重測定

6, 8, 10, 12 および 14 週齢時にそれぞれ 1 回午前中に体重を測定した。

2）血圧値・脈拍数測定

体重測定終了後、午前中に血圧値・脈拍数を測定した。

測定機器 MK-2000（室町機械株式会社）

3）一般状態観察

土曜日，日曜日を除く毎日 1 回，一般状態を観察した。

6. SHR と WKY の比較結果（裏面）

 試験期間内、一般状態において異常は観察されなかった。

 体重に関して、6 週齢で有意差が認められたが、その後は有意差なく推移した。

 血圧値に関して、8 週齢以降の有意差が認められ、SHR で血圧値の大幅な上昇が見られた。

 脈拍数について、6 週齢および 10 週齢で有意差が認められた。



単位：mmHg

週齢 6 8 10 12 14

n 15 15 15 15 15

平均値 153.9 173.0 177.5 209.1 218.3

標準偏差 14.75 9.58 17.57 12.06 12.80

n 15 15 15 15 15

平均値 140.4 146.6 140.7 149.1 147.3

標準偏差 13.40 13.64 12.55 11.62 16.97

n.s. *** *** *** ***

n.s.;not significant   *;P<0.05   **;P<0.01  ***；P<0.001

有意差検定

SHR

WKY

1）体重

 

 

3）脈拍数

2）血圧値

週齢 6 8 10 12 14

n 15 15 15 15 15

平均値 528.3 520.0 508.1 524.8 515.0

標準偏差 26.25 13.04 27.21 24.79 20.48

n 15 15 15 15 15

平均値 506.3 497.4 457.7 488.1 514.1

標準偏差 34.55 19.09 23.80 27.93 11.24

* n.s. *** n.s. n.s.

n.s.;not significant   *;P<0.05   **;P<0.01  ***；P<0.001

単位：回/分

有意差検定
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WKY

週齢 6 8 10 12 14

n 5 5 5 5 5

平均値 136.6 216.2 262.8 284.2 310.2

標準偏差 1.82 4.66 13.31 15.35 16.18

n 5 5 5 5 5

平均値 125.8 209.8 260.8 292.0 324.0

標準偏差 7.53 8.70 8.59 12.06 14.00

* n.s. n.s. n.s. n.s.

n.s.;not significant   *;P<0.05   **;P<0.01  ***；P<0.001

有意差検定

単位：g
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